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序章 

 観光は 21世紀のリーディング産業と呼ばれ、現在世界の多くの国、そして日本の各地

域が観光振興に力を入れている。なぜ観光に力をいれるのかというと、観光にはさまざま

な力があるからだ。例えば、外貨を獲得し、国や地域の経済を活性化する力＝経済の力が

ある。また、観光は国や地域が有する各種の資源を商品化することでもあるため、観光を

通してこれらの資源を保護しつつ持続的に商品として活用することがでれば、長期間でみ

たときの地域づくりの推進力となり得るからである。 1 

筆者は、函館市の観光に焦点を当てる。民間の地域ブランド調査によると、函館市は最

も魅力的な市区町村として 2014年、2015年の 2年連続で選ばれた。また、他の調査で

も、函館観光は高い評価を得ていることがわかる。 

図表 1 民間のブランド調査 

 

出所：函館市役所から提供された資料を元に筆者作成 

「地域ブランド調査 2015」は、1,047の地域（1,000市町村、及び 47都道府県）を調査

対象とし、全国 3万人が各地域のブランド力を徹底評価する日本最大規模の消費者調査で

ある。調査はそれぞれの地域に対して魅力度、認知度、情報接触度、各地域のイメージ

（「歴史・文化のまち」など 14項目）、情報接触コンテンツ（「旅番組」など 16項目、「ご

当地キャラクター」などコンテンツ 9項目）、観光意欲度、居住意欲度、産品の購入意欲

度、地域資源の評価（「街並みや魅力的な建造物がある」など 16項目）などを質問してい

る。また、出身都道府県に対する愛着度、自慢度、自慢できる地域資源など出身者からの

評価などを調査した「地域ブランド 2015」では、函館市が第 1位という結果になってい

る。 

                                                   
1 山口一美（2011）『はじめての観光魅力学』 

•第1位地域ブランド調査2015

（（株）ブランド総合研究所）

•第5位地域ブランド戦略サーベイ2013

（（株）日経リサーチ）

•三つ星（わざわざ旅行する価値がある）－函館山からの眺望

•二つ星（寄り道する価値がある）－五稜郭ほか5か所

•一つ星（興味深い）－八幡坂ほか13か所

ミシュラン・グリーンガイド・
ジャポン

•第1位 函館山
トリップアドバイザー

国内夜景スポット TOP20 2012
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全国の地域ブランド（地域名・名産品）の「実力」や「実像」を、ブランド力や認知

度、魅力点など様々な観点から分析、評価する「地域ブランド戦略サーベイ 2013」では、

函館市が第 5位にランクされている。 

日本の魅力を紹介するフランスの旅行ガイド「ミシュラン・グリーンガイド・ジャポ

ン」では、「函館山からの眺望」が三つ星のほか、五稜郭など多くの観光資源が二つ星・

一つ星として掲載されている。 

旅行口コミサイトである「トリップアドバイザー」では、「函館山」が国内夜景スポッ

ト TOP20の 1位に選ばれた。 

また、現在、函館空港国際線は台北、中国の空港を直行便で結んでいる。市内の主要観

光地でも多くの外国人が見受けられる。日本全体で見ても、2015 年 9 月の訪日外国人客

数は、前年同月比 46.7%増の 161 万 2 千人で、これまで 9 月として過去最高だった

2014 年（109 万 9 千人）を 51 万 3 千人上回った。今年の累計は 1,448 万人に達し、

年計として過去最高だった 2014 年（1,341 万人）を超えた。 2  

昔から観光地として有名な函館だが、これほどまでに多くの方がどうして魅力を感じ訪

れているのかと思った。それは行政と観光協会が外国人観光客を含むすべての観光客に対

応できるように常に課題を解決するように努め、新たな魅力を発信しているからではない

かと考えた。持続的な観光地を作れているのか、観光客のニーズの変化に対応できている

のかというところに焦点を当てて、観光コンベンション協会と行政の視点から函館の観光

についてみていきたいと思う。 

調査方法は、文献調査、聞き取り調査（平成 25年 11月 9日函館国際観光コンベンショ

ン協会の近江谷一樹氏、11月 11日函館市役所観光部国際観光課の数寄朗史氏、観光企画

課の槙殿肇氏、都市建設部まちづくり景観課の長谷川毅氏、伊勢谷丈晴氏）である。 

本論文の構成については、第一章では、函館における観光の概要や観光の重要性を紹介

する。第二章では、観光客の動向や、観光の課題、そしてそれに対する観光協会や市役所

の取り組みを紹介する。終章では、最初に立てた仮説に対する答えを述べる。 

 

第一章 函館における観光の現状 

函館市は、多い時期には 530万人（平成 15年度）訪れた国内でも有数の観光都市であ

り、2015年魅力度ランキング 1位にも選ばれた町である。 

函館の観光に携わる業種として挙げられるのは、交通旅行業（ＪＲ、航空機、バス、タ

クシー、レンタカー等）、レジャー・観光施設（金森赤レンガ倉庫、五稜郭タワー、各種

資料館等）、宿泊施設（ホテル、旅館等）、食品工場・卸売、大型店・一般商店、土産品

店・朝市店、飲食施設である。現在、これらの業種約 500社が函館国際観光コンベンショ

ン協会の会員である。 

 函館山を代表として数多くの観光資源があり、豊富な水産資源にも恵まれているのでそ

                                                   
2 日本政府観光局 http://www.jnto.go.jp/jpn/news/press_releases/pdf/20151021.pdf 
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れらを目当てで訪れる観光客も多い。 

第一節 函館市の観光資源 

 函館市には、函館山（写真 1）をはじめ、特別史跡五稜郭跡（写真 2）、国指定名勝庭園

の旧岩船氏庭園（香雪園）（写真 3）、ペリー来航に端を発する外国墓地、旧外国公館、レ

ンガ造の倉庫群、函館奉行所、函館山の要塞跡、湯の川・恵山などには泉質の異なる多種

多様な温泉など、自然資源や歴史的資源が豊富に存在している。函館市は開港 5都市の 1

つとして、諸外国の文化をまちづくりに取り入れていく中で、独特の街並みを形成してき

た。特に開港当時、町の中心であった西部地区には、当時建設された和洋折衷様式等の歴

史的建造物などが多く存在している。また、北海道で最も古くから開けた歴史と文化を今

に伝える、たくさんの歴史的文化財が残されている。幕末・維新期の動乱の舞台である

「特別史跡五稜郭跡」をはじめ、函館市民の集会所であり社交所として、当時最先端の意

匠と技を最大限に活用して建てられた重要文化財「旧函館公会堂」など、数多くの財産に

あふれ、町のあちこちで歴史を感じることができる。港町として、古くから海とともに発

展してきた函館市は、豊富な水産資源に恵まれている。中でもイカは、「市の魚」にも選

ばれている。漁場で獲れた新鮮な海の幸を使った海鮮丼や寿司は、函館の食のイメージと

して、観光客にも定着しており、旅行の目的の 1つとなっている。3 

 

 

（写真 1）函館山からの夜景  

出所：筆者撮影               （写真 2）五稜郭公園と五稜郭タワー 

                       出所：筆者撮影  

                                                   
3 函館市観光基本計画より 
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（写真 3）香雪園 出所：筆者撮影 

 

（写真 4）五稜郭タワーからの景色           

（写真 5）八幡坂  

出所：筆者撮影                 

出所：筆者撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第二節 函館における観光業の重要性 

観光は函館市が誇る産業の 1つであり、全国でも有数の観光都市といわれるまでの発展

を遂げている。そこで、函館市において観光がどれだけ重要なものか見ていきたい。 

 平成 18年度から平成 26年度までの函館における経済波及効果は図表 2の通りである。 

 

図表 2 函館観光の経済波及効果 

 

出所：函館市HP「観光アンケート調査」より筆者作成 

これだけ見ても函館の経済波及効果が高いのかわからないのでもう少し詳しく見てみた

い。 
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図表 3 函館市産業連関表（平成 24年度） 

 

出所：函館市役所から提供された資料を元に筆者作成 

各産業への波及効果は、図表 3のようになっている。観光が様々な産業へと波及してい

ることがわかる。全国、北海道および他都市の生産波及効果の倍率と比較してみると、図

表 4の通りになる。 

 

図表 4 観光消費額に対する生産波及効果の倍率比較（平成 24年度） 

 

出所：函館市役所から提供された資料を元に筆者作成 

図表 4から、函館市は、北海道の倍率より高くなっていることがわかる。 
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2.07
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図表 5 観光による生産波及効果の貢献度比較 

 

出所：函館市役所から提供された資料を元に筆者作成 

図表 5から全国、北海道と比べて函館市の生産波及効果は非常に高いと言える。観光振

興に対する各種の取り組みを推進していくことは、地域経済の活性化に有効である。 

 

 

 

第三節 重要伝統的建造物保存地区 

 次に、函館観光の中心となっている地区について述べる。 

函館は、長崎・横浜・神戸・新潟と並び開港都市の 1つとして、また天然の良港として

知られ、古くから人やものが流入し栄えてきた。特に函館は他の地域と比べ小さい町であ

ったので、函館の一般の市民の中に外国人が住む形となり独自の景観を形成し、より他に

比べて異国情緒強い和洋折衷の建物が多く見られる。これが観光の魅力の大きな柱の 1つ

でもある。函館市では、函館らしい都市景観を守るため伝統的建造物群保存などに取り組

んでいる。 

重要文化財の函館ハリストス正教会復活聖堂（写真 6）や旧函館区公会堂（写真 7）な

どの文化財建造物をはじめとして、明治から昭和の初期にかけて建築された和風、洋風、

さらには和洋折衷様式の建築物が立ち並び、函館らしい伝統的な町並みを形成している。

こうした町並みも、区域の性格や地形上の差異、さらには町並みを構成する建築物の外観

のまとまりなどにより、二つの区域に分類することができる。 

①旧函館区公会堂周辺および函館ハリストス正教会復活聖堂周辺の地域 

 この地域は、かつての政治、文化の中心地であった歴史性を表す洋風の公共建物や、開

港による諸外国文化の流入を端的に表す宗教建築物などが建ち並び、函館を代表する特有

の街並み景観を形成している。また、この区域は、一般民家においても、洋風の住宅や和

洋折衷の住宅、和風の住宅などが混在しており、良好な住宅地が形成されている地域であ
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る。 

 

（写真 6）ハリストス正教会（左）と（写真

7）公会堂（右） 

出所：筆者撮影 

 

 

②金森倉庫群周辺の地域（写真 8） 

 かつての港町としての繁栄をしのばせるレンガ造りの倉庫が建ち並び、他に類を見ない

函館特有の町並み景観を形成している。倉庫群周辺には、旧函館郵便局の建物などの業務

施設のほか、函館の歴史と文化を伝える和洋折衷の元海産商の住宅などが数多く存在して

いる。 

 

（写真 8）金森倉庫 出所：筆者撮影 

筆者は、平成 27年 11月 11日に函館市役所都市景観部を訪問し、主査の長谷川毅氏、

伊勢谷丈晴氏にインタビューを行った。 

長谷川氏、伊勢谷氏によると、函館山の麓には、歴史的建造物が多く残っている。これ
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らのうち 9割は民間で所有しているものであり、所有者がそれぞれ建物の保全をしてい

る。また、市も補助制度を設けて建物の維持保全を図っている。これらは一般の方の寄付

と市の積み立てて成り立っているのだ。建物が劣化した際には 600万円を上限に修復のた

めの補助金を出している。年間 7～8件のペースで建物の修理を行い、歴史的町並みを保

っているのだ。1993年から歴史的建造物を守るための「西部地区町並み基金」を立ち上

げ、市の積み立てや、一般市民、会社から寄付金を集め積み立てた基金で維持保全してい

る。基金の総額は 4億 1千万円が最高で、現在は基金を切り崩して建物の補修に充ててい

て、3億 1千万円を下回っている。市としては、都市景観の形成に寄与すると認められる

協会の活動に対し年間 10万円以下で 5年、市民団体の活動に対し年間 10万円以下で 5年

助成し、結構予算を取って建物を守るためのとりくみをしている。十分すぎるとは言えな

いけど補助率も函館市の補助率としては高めの 80％の補助率である。手厚い補助制度を設

けて建物の維持保全を図っているのだ。 

筆者は、公会堂など入場料だけで賄えているのかという疑問を抱いていた。公会堂は函

館市のものだが、民間に建物の管理を依頼している。観光名所としても有名なだけあって

多くの観光客が訪れるので、入場者数も多く、入場料だけでやりくりできているそうだ。

ハリストス正教会は、民間のものである。国の重要建造物にも制定されているので国から

直接、修理する際の補助金をもらっている。 

保存地区として制定されたもともとのきっかけは旧北海道庁を札幌の方に移転させる計

画があがった昭和 52年である。北海道において北海道各地にある開拓の歴史に関する施

設を札幌に全部集めるという計画があり、北海道開拓の村にもっていくという計画があっ

た。それが新聞に掲載されてそれを知った函館の市民がこの建物はこの場所で存在してこ

そこの建物の価値があるということで歴史的な建物街並みを守っていく取り組みが始まっ

たのだ。函館市の方としても昭和 57年 58年に西部地区を調査する事業を初めて、それか

らこういう地域指定をしていった。函館の重要な歴史的な街並みを保全していく取り組み

として地域をまず指定してそれとともに建物を保全していく。歴史的な街並みづくりとい

うことで一般の住宅を建てる際にも景観形成規準や保全基準を作りながら歴史的な街並み

を守っていくように取り組んでいる。函館山の麓のエリアはこういう街並み景観であり、

坂道景観が特性となっているのでそういう景観を壊さないように守っていくための基準

（高さ制限とか色彩とか）を設けている。函館市全体に言えることだが、このエリアに住

む人も減ってきている。都市景観部としてはこのエリアにも住宅を建ててほしいそうだ。

高齢化に伴い、坂道の不便さが課題である。4 

もともとは、街並みを保全するためにこういった取り組みをしてきたが、昭和 63年に

都市景観条例作って地域の指定や建物を修理しながらしていった結果、観光客の誘致にも

繋がってきた。 

 

                                                   
4 平成 27年 11月 11日に函館市役所にて 
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第二章 函館市の観光の動向と課題 

 第一節 観光客の動向 

 

図表 6 来函観光入込数の推移 

 

出所：函館国際観光コンベンション協会より提供された資料を元に筆者作成 

図表 6より、平成 10年度に 5,392千人でピークであった。平成 16年度から 500万人を

割り込み、以降横ばいから緩やかな減少傾向で推移してきた。平成 12年度は有珠山噴火
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で JR止まり、平成 23年度には東日本大震災の影響で約 410万人まで落ち込んだが、そ

の後は総じて右肩上がりであり、平成 26年度には 480万人を超えた。来年度には、新幹

線開通の効果もあり過去最大に近づくイメージであり、将来的には 550万人呼び込むこと

が目標である。人が増えるポイントというものがあり、図表上にはないが、例えば 1973

年はNHK朝の連続テレビ小説「北の家族」の舞台となったときや、1988年青函トンネル

が開通した時に客足が増える傾向にある。 

図表 7 観光入込客数の推移 

 

出所：函館市役所より提供された資料を元に筆者作成 

 図表 7より、道外客は、ここ数年は 300万人前後で推移している。道内客は、平成 3年

度に 150万人まで落ち込んだが平成 26年度には 170万人まで達している。宿泊・日帰客

別にみると、ここ数年、宿泊客数は 300万人前後で推移している。日帰り客数は、平成

10年度に比べると減少気味だが、最近は 170万人を超えている。 

 

図表 8 交通機関 

 

出所：函館市役所より提供された資料を元に筆者作成 

図表 8より、来函時の交通機関は、バスの割合が多く次いで JR、航空機、乗用車、フ
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ェリーと続いている。 

 

・外国人観光客の動向 

 函館を訪れる外国人観光客数は、全国と同様に近年増加傾向である。（平成 26年度の外

国人観光客数 1,341万人）日本でも外国人誘致に力をいれてビザの緩和や免税店の拡充な

どプロモーションも含めいろいろな政策をしていてそれも追い風となって増えている。 

図表 9 全国の外国人観光客の動向 

 

出所：函館国際観光コンベンション協会より提供された資料を元に筆者作成 

 図表 9より、H17年から H26年までの 10年間に 2倍近く増えたことがわかる。 

図表 10 全国の国別の割合（平成 26年度） 

 

出所：函館国際観光コンベンション協会より提供された資料を元に筆者作成 

台湾、韓国、中国などアジアからの観光客が多いことがわかる。 

 

図表 11 函館市の外国人観光客の動向 
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出所：函館国際観光コンベンション協会より提供された資料を元に筆者作成 

 図 11より、H17年から H26年までの 10年間に 7.5倍以上増えたことがわかる。全国

の 2倍と比べて函館市の外国人観光客の増加が大きい。 

 

 

 

 

 

 

 

図表 12 函館市の国別の割合 

 

出所：函館国際観光コンベンション協会より提供された資料を元に筆者作成 

図表 10、図表 12で比較してわかるように、国別にみると函館市の特徴として、圧倒的に

台湾からの来訪が圧倒的に多くなっていて、1つの大きな特徴である。函館に台湾の観光客

が多い理由としては、もともと台湾は親日的であり、暑い国、雪が降らないという国民性か

ら北海道は人気だが、北海道の中でも函館市は早い段階からプロモーションをかけていた
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からである。2000 年くらいから毎年、函館市の市長、商工会議所のトップ、観光協会の会

長の三者が台湾にトップセールスという形でプロモーションを行っている。航空会社に出

向き、函館に飛行機を飛ばしてくださいという要請をした。その結果平成 24年 9月トラン

スアジア航空、同年 10月にはエバー航空で函館-台北間に直行便が就航した。このころから

一気に台湾の観光客が増えた。現在の台湾から定期便は週 10便である。直行便が就航する

以前も、チャーター便が飛んでいた。セールス活動によってチャーター便が飛んでいて、来

訪者は多かった。 

台湾をはじめ、中国や香港、韓国など東アジアからの観光客がほとんど占めている。 

 

図表 13 台湾から函館市への旅行者の推移 

 

出所：函館国際観光コンベンション協会より提供された資料を元に筆者作成 

 図表 13より、直行便が結ばれた平成 24年から 25年にかけて一気に増加していること

がわかる。 

 

図表 14 中国から函館市への旅行者の推移 

 

出所：函館国際観光コンベンション協会より提供された資料を元に筆者作成 

35,531 34,699 30,302 
20,195 

72,929 
88,246 86,226 

135,374 

214,448 
228,774 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

（人）

850 1,153 2,642 3,031 

9,571 11,152 
6,666 8,561 

13,589 

50,772 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

（人）



16 

 

図表 14より、ここ最近は全国と同様、中国からの観光客が一番伸びていることがわか

る。函館において、さらにこれから伸びる要素がある。なぜなら平成 27年 3月に天津

線、7月には北京線が就航したからである。 

 

図表 15 香港から函館市への旅行者の推移 

 

出所：函館国際観光コンベンション協会より提供された資料を元に筆者作成 

図表 15より香港からの観光客も徐々に増えていることがわかる。香港との直行便はない

ので、これからの推移が気になるところである。 

 

 

 

図表 16 韓国から函館市への旅行者の推移 

 

出所：函館国際観光コンベンション協会より提供された資料を元に筆者作成 

図表 16より韓国は平成 22年度にピークだったことが分かる。函館で、最初に定期便が
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に客足が減少した。今でも運休しているのでそこまで伸びていないが、青森や新千歳空港

には直行便があるのでお客さんが来てくれている状況である。 

平成 24年には、タイから新千歳空港への直行便が就航し、新千歳空港経由で函館を訪

れる東南アジアからの観光客も伸びている。 

図 17 来函外国人観光客数（平成 26年度） 

 

出所：函館国際観光コンベンション協会より提供された資料を元に筆者作成 

 図 17より、外国人観光客は上期（4月～9月）よりも、下期（10月～3月）の方が多い

ことが分かる。 

 

図表 18 来函観光入込客数（平成 26年度） 
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出所：函館市役所HP「来函観光入込客数推計」より筆者作成 

図表 18より、国内観光客は下期よりも夏季の方が多いことが分かる。図表 17と図表

18を比べると国内からの観光客と外国からの観光客は逆の傾向を示している。これより、

下期に外国人観光客をたくさん呼び込めば年間を通して観光客で賑わう函館が実現できる

と感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・観光客の特性 

図表 19 訪れた場所 
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出所：函館市役所HP「観光アンケート調査の結果」より筆者作成 

 函館での訪問先は、「ウォーターフロント」、「元町周辺」、「函館山」の 3つのスポットを

ほとんどの観光客が訪れていることがわかる。3か所が徒歩移動可能なエリアであることも

要素の 1つであると考えられる。 

 

図表 20 宿泊と日帰りの割合 

 

出所：函館市役所HP「観光アンケート調査の結果」より筆者作成 

図表 20よりほとんどの観光客が宿泊していることがわかるが、これは函館観光の特徴

の 1つでもある。昔は、宿泊と日帰りの割合が 1：1であったが次第に宿泊が多くなって

きている。道内の小樽は、入込客数は多いが札幌に宿泊する人が多いため、宿泊する観光
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客は少ない。函館はなぜ宿泊の割合が高いのか。大きな要素としては函館山からの夜景が

美しいからである。 

 

図表 21 来函回数 

 

出所：函館市役所HP「観光アンケート調査の結果」より筆者作成 

図表 21より、2回目以上のリピーターが約 6割以上を占め、函館を訪れる観光客はリピ

ーターが多いことがわかる。 

 

図表 22 もう一度訪れたいか 

 

出所：函館市役所HP「観光アンケート調査の結果」より筆者作成 

図表 22からわかるようにほとんどの観光客がもう一度訪れたいと考えており、リピー

ター予備軍がとても多いことがわかる。 
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第一節では、多くの統計資料を見てきたが、函館市にとって観光は大事な産業の一つで

あることがわかる。来函観光客数は、ピークの時に比べて減少しているが、新幹線が開通

することで、観光客が増加することが期待できる。全国と同様、函館市における外国人観

光客が増加していて、さらに東南アジアからの観光客も増加することが期待されるので、

外国人観光客のニーズにさらに応えていくことで外国人のリピーターも増えると考えられ

る。国内観光客は、来函回数 2回以上が多いことや、また訪れたいと思う人が 98.8％いる

ことから、リピーター予備軍は多い。リピーターが飽きないための観光メニューが今後も

必須となってくる。 

統計資料から浮かび上がる課題は、国内観光客の冬季の弱さ、リピーターを飽きさせな

いための工夫、外国人観光客受け入れの対応がある。 

 

第二節 課題に対する取り組み 

①函館国際観光コンベンション協会 

筆者は、平成 27年 11月 9日に函館国際観光コンベンション協

会を訪問し、係長の近江谷一樹氏にインタビューを行った。 

近江谷氏によると、函館は全国的にも観光都市であるが、なか

なか住んでいる市民は自分の街が観光都市であるとい認識は薄

い。また、来年 3月に開業する新幹線を地域で盛り上げようとし

ているが、市民の認識はまだまだ薄い状況である。函館市民全体

がおもてなしの心を持つ必要があると考え、函館観光手帳という

ものを市民向けに配布している。また、函館の観光について詳し

く学校で習わないので、函館の観光について興味を抱いてもらう

ために、出前授業して子供たちに函館の観光を伝えるキッズコン

シェルジュ事業を行なっている。 

観光協会では、将来の重要なリピーターという認識をして、修学旅行にも力を入れてい

る。小学校だと青森や札幌、中学校だと秋田や岩手から修学旅行生が訪れている。将来大

人になったときに修学旅行で訪れた土地に懐かしさを感じて足を運んでほしいという願い

を込めている。しかし現在は、昔に比べて修学旅行の日数も減り、また短時間でいろいろ

回れるところに行くということが主流となっているのでだんだん東京に流れてしまい減少

している。移動時間が長いことや、オフィス系の企業訪問・遊びの要素が少ないことが原

因である。移動時間に関しては新幹線で解消できると考え、学校を訪問したり、旅行会社

に PRをしたりして修学旅行生を確保するように努めている。 

図 19、図 20からもわかるように、函館を訪れるリピーターは多い。しかし観光に変化

がなければ観光客も飽きてしまう可能性がある。そこでリピーターを増やすために様々な

工夫を凝らしている。例えば、新しい観光素材を作ることも大事だが、既存のものを新た

な切り口で見せる工夫をしている。今までは函館山からの夜景を見て「きれいだね」で終
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わるところを、夕方から山に来てもらい、太陽が沈む前と沈んだ後の景色の違いを楽しん

でもらうように提案したり朝焼けを見てもらう提案もしている。さらにモデルコースを旅

行会社や一般のお客さんに PRしていくというようなことを取組としている。函館市の周

辺市町村と連携して道南を周遊してもらうメニューを提供している。周遊するコースは地

元の人には当たり前の風景だが、これをどう観光素材としてコンテンツ化し、観光として

売り出していくか、という勉強会や意見交換会を行うことで観光の魅力をより引き出し、

既存にあるものを有効活用して見せ方を変えることで観光客のマンネリ化を打破してい

る。 

また、課題の一つとして挙げられるのが冬季の観光の弱さである。北海道の冬というキ

ーワードから誰もが雪を連想すると思うが、函館は常に雪がいっぱいある町というわけで

はない。住民からすればとても住みやすいが、観光で雪を売りにするとなると弱いのであ

る。何もしなければ、札幌の雪まつりに観光客が流れてしまうので、冬にしか見られない

もの、冬らしいものを作り観光客を呼び込んでいる。例えば、「はこだてクリスマスファ

ンタジー」や「はこだてイルミネーション」である。はこだてクリスマスファンタジー

は、姉妹都市であるカナダのハリファクス市から贈られる巨大なもみの木が約 5万個のイ

ルミネーションで輝き、赤レンガ倉庫群の前の海上に浮かんでいる。当初は、カナダから

くるツリーということや、ライトアップ、海上ということもあって話題性があったが、そ

れだけでは集客できないので、何回も来てくれるひとのために今年はどんな色だろうとい

う期待をもってもらうために毎年イルミネーションの色を変え、さらに途中からスープバ

ーを開催して地元の味を楽しんでもらい、ツリーを見ながら温まるいろいろなスープを食

べてもらうという楽しみ方を提供している。はこだてイルミネーションは「光に包まれた

愛の街・函館」をテーマに函館駅前から開港通り、歴史的な建物が建ち並ぶ元町地区など

が約 12万球のイルミネーションで輝いている。2月には今年三度目となる「函館海上冬花

火」という冬の花火大会を１日 25分で約１週間開催される。 

雪がないならないなりに、それを補う魅力づくりで観光を盛り上げている。函館の場

合、冬は特に台湾の観光客が増える。雪がないからがっかりされるということにならない

ようにこのような工夫で海外の人向けにもやっている。 

 観光客誘致については、昔までは団体旅行が主流だったものが今は個人旅行が主流とな

ってきているので、個人型に合わせてプロモーションも変えている。昔までは、旅行会社

にプランを提供していれば良かったが、今は多岐に渡っているので、旅行会社提供しつつ

も、直にお客さんに訴えかけていかなければならないということで、全国でグルメのイベ

ントを開催したり、広告を出したり、お客さんに興味を持ってもらえるようにアプローチ

している。 

外国人観光客への対応にも力を入れている。街の看板案内は台湾・韓国からの訪問がピ

ークのころから整備し始めたが、まだまだ整備するタイやマレーシア語に対応するために

整備する余地はある。函館の観光案内についてはパンフレットを中心に英語、中国語韓国
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語などに対応している。観光協会では、観光案内所を元町公園と函館駅に 2軒構え、そこ

でパンフレットはもちろん職員は英語に対応している。すべての言語に対応できていない

のが課題である。人材を確保するのもなかなか難しく、予算の兼ね合いや需要が分からな

いので印刷物すべてがすべての言語に網羅できているわけではない。図表 12からもわか

るように、東南アジアからの観光客も増えていているが、今後の課題としてはイスラム教

徒の人に対して、お祈りする場所を作ることや、食事についても対応できるようにするこ

とである。来る人たちはそういう国ではないと理解してきてくれてはいるが、おもてなし

ということでこのようなことが重要となってくる。 

来年の 3月に新幹線が開通する予定だが、新幹線効果で多くの観光客が来ることが見込

まれる。そこで課題となるのが宿泊の受け入れである。函館の宿泊施設のキャパシティー

は 2万 4千人である。現在多くの中国人観光客が訪問していることで宿が取れにくい状況

である。受入オーバーに加え、本州から函館まで時間短縮となり、観光客が函館に滞在す

る時間が短くなる危険性もある。函館が単なる通過点となる危険性と、開業当初は観光客

がたくさんくることが見込まれても、その後たくさんの人に来続けてもらえるかどうかも

課題となる。5 

函館観光手帳には、函館の歴史や、イベント、市街地マップ（避難所）、観光情報など

が記載されている。また、市民が外国人に対応できるように指をさして示すことができる

ようにいくつかの英語が記載されている。 

筆者も高校まで函館で過ごしてきたが、住んでいるときには函館が観光都市であるとい

うことにそれほど意識をもっていなかった。上京して、函館が観光都市であるということ

に気付かされた。函館に住んでいる子供たちは自分の街が観光都市であるという認識が薄

いのは理解できる。観光協会が行っている観光についての出前授業や市民に函館観光手帳

を配布するという政策は市民の意識を高めていくうえでとても重要であると感じた。ま

た、リピーターのマンネリ化を防ぐために既存のものの切り口を変えて提供することはリ

ピーターに新鮮さを与えることができると思うし、既存のものを使うという面でコストが

あまりかからないと思うので良いと感じた。外国人対応への人材の確保が難しいみたいだ

が、函館の大学にも留学生がいるので、留学生を活用するというのも一つの手だと感じ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
5 平成 27年 11月 9日に函館国際観光コンベンション協会にて 
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②函館市役所  

続いて、函館市役所観光部の取り組みを紹介する。筆者は、平成 27年 11月 11日に函

館市役所観光部を訪問し、観光企画課主査の槇殿肇氏、国際観光課主査

の数寄朗史氏にインタビューを行った。 

槇殿氏、数寄氏によると、1つ目の課題は、滞在型および通年型観光

へ向けた取り組みの強化である。北海道新幹線の開業効果で、観光客を

呼び込むための取り組みを進めると同時に、人口減少により国内観光市

場そのものが縮小されることが懸念されているが、観光消費額を向上さ

せるような取り組みが重要となる。函館市においては、リピーターの占

める割合が約 6割であることから、リピーターに強く支持されている観

光都市である。函館市において観光振興は、地域経済の活性化への強い

期待もあることから、リピーターの存在を重視しながら、宿泊日数や旅

行費用などの増加に結び付くような滞在型の観光都市へ移行させていく

ことが重要である。滞在型観光への取り組みとして重要なのが、広域観

光の推進である。函館市を起点として、函館にはない多様な観光資源を

持つ道南各地への周遊を促すことで、より広がりのある観光メニューを提供することが可

能となる。また、マンネリ化を防ぐために「函館まちあるきマップ」というのを作成して

いる。1時間程度で歩けるコースをいろいろなジャンルに分けて全 26コース展開している

が、そのほとんどが西部地区である。歩く道は同じでも視点を変えることや、同じもの

を、切り口を変えて提案することで有効活用する工夫がリピーター対策や観光客の滞在型

にも繋がる。 

さらには、北海道新幹線開業を見据えた、青函連携の取り組みにも注力することが必要

である。青森市や弘前市、八戸市などとともに、青函圏が一体となった取り組みを進める

ことが重要である。また、冬季の観光入込客数は夏季に比べてまだ少ない状況となってい

る。冬季における市内宿泊施設の収容力は十分にあることから、オフシーズンである秋冬

の魅力を積極的・効果的に PRしながら、通年型観光へ向けた取り組みをさらに強化して

いくことも課題である。 

2つ目は、国内屈指の観光都市にふさわしい受け入れ環境の充実である。平成 27年度末

に北海道新幹線開業に伴う、北関東や南東北などの新たな市場からの観光客の増加や、東

南アジア等からの外国人観光客の増加が予想されるが、リピーターの増加に繋げるため、

観光客の満足度の向上を今まで以上に重視する必要がある。平成 25年から「観光客満足

度調査」を実施し、この調査においては宿泊施設や交通機関など 9つの項目に分けて観光

客の不満点を把握するように努めている。不満点を把握し、つぶしていくことでリピータ

ーの確保につなげようという発想である。 
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図表 23 各項目における不満足度（平成 26年度） 

 

出所：函館市HP「平成 26年度観光客満足度調査の結果」より筆者作成 

 

平成 25年、26年の調査によると似たような傾向が見られるので課題が見えてきた。残念

ながら現状把握しただけで、結果を受けてまだアクションを起こしていないのでこれから

改善していくそうだ。 

3つ目は、国際化を見据えた新たな観光時代への対応である。北海道新幹線の開業、ク

ルーズ客船の寄港増加など、今後 10年間で函館市の交際化の流れはますます加速してい

くと考えられており、国際化への対応は必須となっている。東南アジアを中心とした団体

観光客をはじめ、富裕層、イスラム文化圏からの観光客の増加などが期待されることか

ら、今後は、海外からの観光客を伸ばしていくための取り組みが求められる。また、外国

人観光客が気持ちよく快適に滞在できるように、それぞれの国や地域による文化や風習な

どに対する理解を深めながら、今まで以上にきめ細やかな対応を実現していくことが重要

な課題である。特に函館は、外国人観光客がものすごく増えてきて、それに伴い今年の 4

月から国際観光課という専門の課を作り、力を入れている。いろいろなターゲットとなる

外国に函館の魅力を情報発信してぜひ函館に来てくださいというようなプロモーションを

している。それと同時に、実際に外国人が来た時に受入環境が整っている必要があるの

で、WIFI環境の整備に力を入れている。現在はぽつぽつとあるアクセスポイントを今年

と来年の 2年間で、観光名所を（大きく分けて駅前、元町、五稜郭、湯の川）歩けば

WIFIが使えるように整備していく。外国人観光客は団体ツアーと個人旅行の二つに分か
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れるが、団体の場合は添乗員がついているので言葉の問題や移動手段については大きな問

題は表面化されていない。課題はリピーターを確保できるかということである。団体で来

ると行先が決まっているが、すごく良かったので個人的に来たいというお客さんも大切に

していかなければならない。個人旅行者が来た時に言葉の問題や移動手段など受入環境を

整備しなければならない。個人で来る方はある程度調べてくるし英語も話せる方が多いの

で現在のところものすごく課題があるとは言えないが、函館のことを詳しく知りたいとな

ったときに通訳をして案内できるような人が将来的に足りなくなる可能性があることが課

題でもあり、言葉の問題以外にもいろんなニーズが考えられるので、言葉だけではなくて

そもそもどういうニーズがあるのかというのをこれから調べてまた対応していかなければ

いけない。予算との兼ね合いもあるし、予算措置をしなくても実行できるものはすぐ対応

していこうかなと考えている。6 

函館市はリピーターが多いことを受けて、市役所もマンネリ化を防ぐために函館まちあ

るきマップを様々な視点から数種類作っているのがとても面白いと感じた。同じ道を歩く

としても視点を変えるだけで様々な視点から函館を見ることができるのは、観光客にとっ

て新鮮さを与えることができると思う。外国人観光客のために、わかりやすい看板設置

や、誰でも利用できる施設への改善、市民と観光客の交流の場を設けるなど、今後も工夫

が重要である。実際に住んでいて感じるのが、交通手段の不便さである。図表 23のアン

ケートでも 42％の人が不便を感じていたように、個人旅行で尚且つ自分で運転できない人

にとっては不便であると感じる。旅行者向けの主要観光を回るリーズナブルなバス運行を

実施するなど対策が必要だと考えられる。 

 

終章 

第一章では豊富な観光資源を求め観光客が訪れることや、観光が函館市にとって重要な

産業であることを見てきた。第二章では、観光客の動向や課題とそれに対する取り組みを

見てきた。函館市は豊富な観光資源を元に観光都市として発展を遂げて、多くの観光客に

指示されているが、観光都市として確立されていても常に観光客を飽きさせないために、

函館観光コンベンション協会と函館市役所がすべての観光客に対応できるように常に課題

を解決するように努め、新たな魅力を発信しているからだとわかった。それぞれが協力す

るところはする、分担するところはきちんと分担してより良い観光都市を作りあげてい

る。函館の観光について動向を見ながら、課題となっていることは何か、今必要とされて

いるものは何かを見極め、対応できるところはすぐに対応することで、持続的な観光地を

作れていると感じた。しかし、観光関連の人たちの努力だけでは観光を盛り上げて行くこ

とはできないということを実感し、市民も観光を盛り上げるという意識をもっと持ってい

く必要があると感じた。さまざまな課題を解決するためにいろいろな取り組みをしている

が、それでも課題がまだあるのは事実であり、小さな課題でも見つけたら解決していく取

                                                   
6 平成 27年 11月 11日に函館市役所にて 
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り組みをしていくことでより多くの観光客が心地よく観光できるまちになっていくと感じ

た。 

これからはもっと外国人観光客が増える見込みであるので、日本人としてのおもてなし

の心や外国人とのコミュニケーション力を市民がつけていけたらよりよくなると思う。観

光客全体としては下期に減少しがちだが、外国人が下期に増加するという特徴を生かせば

冬の観光をもっと盛り上げられると感じた。 

 

感想 

筆者は函館に長い間住んでいたが、東京に出てきて改めて函館観光の素晴らしさを実感

することができ、今回函館観光に目を向けて観光協会や行政の取り組みを調査した。函館

に居たら逆にどんなことをしていたかわからなかったかもしれないが改めて自分の街につ

いて考える良いきっかけとなった。 
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